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続々建てられている花畑団地

年

頭

に

あ

た

り

足
立
区
長

岡

崎

十

止

雄

区
民
の
皆
さ
ま
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
は
区
政
進
展
の
た
め
に
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
わ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。顧

み
ま
す
れ
ば
、
昭
和
三
十
八
年
は
銘
記

す
べ
き
こ
と
の
多
か
っ
た
年
で
あ
り
ま
す
。

国
際
情
勢
に
あ
り
ま
し
て
は
、
ま
ず
心
か
ら

哀
惜
し
て
や
ま
な
い
の
は
ケ
ネ
デ
ィ
前
米
大

統
領
の
死
で
あ
り
ま
す
。
自
由
の
国

、
し
か

も
高
度
な
文
明
社
会
に
あ
っ
て
な
お
こ
の
よ

う
な
暗
い
事
件
が
起
り
ま
し
た
こ
と
は
驚
く

ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。
唯
々
、
ケ
ネ
デ
ィ
前

大
統
領
の
平
和
に
対
す
る
崇
高
な
精
神
が
全

世
界
の
上
に
生
き
続
け
ら
れ
ま
す
こ
と
を
願

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
内
情
勢
に
あ
り
ま
し
て
は
、
国

鉄
鶴
見
事
故
、
三
池
炭
坑
爆
発
事
故
等
に
よ

り
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
、
ま
こ
と
に
遣
憾

で
あ
り
ま
す
。
常
に
異
状
な
ま
で
に
緊
張
を

必
要
と
す
る
現
代
の
社
会
機
構
に
も
問
題
が

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の

事
故
を
は
じ
め
と
し
て
、
現
在
で
は
日
常
茶

飯
事
と
な
つ
た
交
通
事
故
等
あ
ま
り
に
も
悲

惨
な
事
故
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
事
態
に
対
し
国
民
す
べ
て
が
何
ら
か
抜

本
的
対
策
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
段
階
に
至

っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。しか

し
な
が
ら
、
本
年
は
待
望
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の
年
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
大
き
な
足
場
と
し
て
、
首
都
東
京
の
面
目

も
一
新
し
つ
つ
あ
り
、
国
外
に
広
く
わ
が
国

の
繁
栄
を
知
ら
し
め
て
、産
業

、貿
易
の
発
展

を
期
待
す
る
希
望
あ
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
諸
情
勢
の
さ
な
か
に
あ
っ

て
、
本
区
は
年
ご
と
に
発
展
し
続
け
て
お
り

ま
す
。
目
下
花
畑
、
蒲
原
北
三
谷
地
区
に
あ

り
ま
し
て
は
、
そ
の
田
園
風
景
は
も
は
や
往

年
の
も
の
と
な
り
、
大
規
模
な
集
団
住
宅
が

建
設
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
竹
塚
団
地

も
い
よ
い
よ
本
年
着
工
の
運
び
と
な
り
ま
し

て
、
本
格
的
な
地
区
開
発
が
進
展
し
て
お

り
、
現
在
四
十
六
万
余
の
人
口
を
擁
す
る
に

い
た
り
ま
し
た
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
こ
れ
ら
の
発
展
に
応

じ
、
区
の
行
政
面
も
一
段
と
事
務
事
業
を
強

化
拡
充
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
本
区
の
大
き
な
悩
み
で
あ
る
低
湿

地
帯
と
い
う
悪
条
件
下
に
あ
っ
て
の
排
水
、

防
災
等
の
諸
問
題
、
ま
た
、
住
居
地
域
拡
張

に
伴
う
道
路
の
整
備
と
激
増
す
る
交
通
問
題

等
に
は
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
幸
い
、
学
校
教
育
面
に
お
き
ま
し

て
は
、
年
々
整
備
さ
れ
て
お
り
、
今
後
共
体

育
館
、
プ
ー
ル
な
ど
付
属
施
設
を
充
実
さ
せ

て
ゆ
さ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

ま
た
、
民
生
事
業
な
ら
び
に
国
民
年
金
、
国

民
健
康
保
険
制
度
の
普
及
、
ま
た
商
工
農
業

の
振
興
施
策
、
加
え
て
住
居
表
示
の
実
施
な

ど
に
つ
き
ま
し
て
も
、
そ
の
目
的
達
成
の
た

め
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
方
に
お
か
れ
て
も
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
る
よ
う
、
首
都
美
化

運
動
な
ど
環
境
の
美
化
浄
化
に
、
或
い
は
交

通
安
全
運
動
な
ど
の
事
故
防
止
対
策
、
ま
た

健
全
な
る
青
少
年
の
保
護
育
成
等
に
は
是
非

と
も
町
を
あ
げ
て
ご
協
力
賜
わ
り
、
そ
し
て

ま
た
住
み
よ
く
美
し
い
、
誇
り
あ
る
大
足
立

の
建
設
に
ご
支
援
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
こ
こ
に
、
本
区
の
隆
盛
と
区
民
各
位

の
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
三
十
九
年
元
旦

株式会社　巧文社　印 刷
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新

年
の
御
挨
拶

足
立
区
議
会
議
長

遠

峰

富

次

区
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
三
十
九
年
の
新
春
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
謹
し
ん
で
年
頭
の

御
祝
詞
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

区
民
各
位
の
区
議
会
に
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
不
断
の
御
協
力
に
対
し

、

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
国
外
に
お
き
ま
し
て

は
世
界
を
震
駭
さ
せ
た
ケ
ネ
デ
ィ

大
統
領
暗
殺
事
件
、
ラ
オ
ス
問
題
、

南
ベ
ト
ナ
ム
を
始
め
後
進
諸
国
の

相
続
い
た
ク
ー
デ
タ
ー
等
が
発
生

し
、
又
国
内
に
お
き
ま
し
て
は
、

O
E
C
D
八
条
国
移
行
並
び
に
貿

易
の
自
由
化
に
対
処
す
る
国
内
態

勢
の
強
化
策
及
び
産
業
経
済
の
安

定
成
長
を
は
か
る
た
め
の
諸
施
策

等
が
打
出
さ
れ
る
と
共
に
、
地
方

選
挙
、
国
会
選
挙
等
多
忙
を
極
め

る
反
面
、
鶴
見
の
列
車
事
故
、
三

池
炭
坑
爆
発
事
故
な
ど
暗
い
事
件

も
あ
り
誠
に
多
事
多
難
な
年
で
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
陽
光
燦

然
と
輝
く
平
和
な
新
年
を
迎
え
る

こ
と
の
で
き
ま
し
た
こ
と
は
此
の

上
な
い
喜
び
に
存
ず
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

御
承
知
の
通
り
当
区
は
、
既
に

四
十
六
万
余
を
算
す
る
人
口
を
擁

し
、
な
お
飛
躍
的
発
展
を
遂
げ
、

区
政
も
年
々
歳
々
充
実
を
み
て
お

り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
御
同
慶
に
た

え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
当
区
の
昭
和
三
十
八
年
度
一

般
会
計
予
算
は
三
十
七
億
七
千
余

万
円
に
達
し
、
特
別
会
計
及
び
都

の
執
行
委
任
を
加
え
ま
す
と
五
十

八
億
二
千
余
万
円
と
極
め
て
多
額

な
財
政
規
模
と
な
り
、
こ
れ
に
伴

う
事
務
事
業
も
益
々
複
雑
多
岐
に

亘
り
、
時
代
の
推
移
と
共
に
高
度

の
施
策
並
び
に
効
率
的
な
運
用
が

要
求
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。当

区
議
会
は
、
昨
年
四
月
任
期

満
了
に
伴
う
改
選
が
あ
り
ま
し
た

が
、
全
議
員
一
丸
と
な
り
党
派
を

超
越
し

、
地
方
自
治
の
本
旨
に
立

脚
し
、
本
区
伸
展
に
努
力
し
て
お

り
ま
す
。
即
ち

、
本
区
の
実
情
か

ら
従
前
通
り
、
土
木
行
政
・
教
育

行
政
を
重
点
施
策
と
し
て
執
行
機

関
共
々
配
慮
い
た
し
て
お
り
ま
す

が
、
区
議
会
内
の
調
査
研
究
機
関

と
し
て
、
常
任
委
員
会
の
他
に
、

区
政
調
査
・
庁
舎
建
設
の
二
特
別

委
員
会
を
、
又
交
通
対
策
・
災
害

対
策
・
都
営
住
宅
対
策
の
三
協
議

会
を
設
置
し
、区
民
福
祉
の
向
上

、

明
る
い
足
立
区
建
設
の
た
め
日
夜

検
討
審
議
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

特
に
瞠
目
に
価
す
る
発
展
を
続
け

て
い
る
当
区
の
問
題
は
、
道
路
環

境
の
整
備
並
び
に
水
害
防
除
策
で

あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。
昨
年
第

一
回
区
議
会
で
宣
言
し
た
交
通
安

全
区
の
精
神
を
高
め
る
意
味
か
ら

も
、
既
存
路
線
の
整
備
は
勿
論
の

こ
と
、
環
状
七
号
線
を
始
め
放
射

十
一
号
線
、
百
号
路
線
等
本
区
の

幹
線
と
な
る
べ
き
計
画
路
線
の
早

期
着
工
並
び
に
排
水
場
増
設
拡
充

の
た
め
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
又
、
人
口

増
に
伴
い
必
然
的
に
生
ず
る
教
育

施
設
を
確
保
す
る
と
共
に
、
現
存

の
木
造
老
朽
校
舎
を
改
築
し
、
学

校
不
燃
化
を
は
か
り
、且
つ
屋
内

体
操
場
・
プ
ー
ル
等
教
育
施
設
を

充
実
し
、
教
育
の
万
全
を
期
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

然
し
乍
ら
、
こ
れ
ら
事
務
事
業

遂
行
の
た
め
の
自
主
財
源
は
僅
少

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
区
内
選
出

の
国
会
議
員
・
都
議
会
議
員
の
御

協
力
を
仰
ぎ
区
民
の
皆
様
と
一
体

と
な
り
、
財
源
確
保
の
た
め
善
処

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
ず
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

以
上
累
々
申
し
述
べ
ま
し
た

が
、
当
区
議
会
は
区
民
各
位
の
選

良
と
し
て
、
大
足
立
区
建
設
の
た

め
区
政
伸
展
に
寄
与
し
、
各
位
の

御
信
頼
に
応
え
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
旧
に
変
ら
ぬ
御
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

最
後
に
、
区
民
各
位
の
御
健
康

と
御
繁
栄
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

区

立
保
育
園

一
月
四
日
に
開
園

▽
…
…
…
…
…
緑

町

保

育

園

▽
…
…
…
…
…
西

新

井

保
育
園

共
か
せ
ぎ
や
、
母
子
家
庭
で
子

供
を
育
て
ら
れ
な
い
方
た
ち
の
た

め
に
、
緑
町
保
育
園
(
千
住
緑
町

二
丁
目
一
七
番
地
一
〇
)
と
、
西

新
井
保
育
園
(
西
新
井
町
三
八
番

地
二
)
の
二
つ
が
増
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
保
育
園
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
で
、
保
育

室
や
浴
室
の
他
に
、
ホ
ー
ル
、
テ

レ
ビ
、
電
気
冷
蔵
庫
、
ガ
ス
消
毒

そ
う
な
ど
の
近
代
設
備
が
整
っ
て

い
ま
す
。

開
園
は
一
月
四
日
で
、
申
込
み

は
足
立
福
祉
事
務
所
で
受
付
け
ま

す
。費

用
は
所
得
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
。最
高
額
は
、乳
児
が
一
月
千
八

百
円
、幼
児
は
千
六
百
円
で
所
得

の
低
い
方
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

定
員
は
、
緑
町
保
育
園
が
、
乳

児
十
八
名
、
幼
児
六
十
名
で
、
西

新
井
保
育
園
が
、
乳
児
十
八
名
、

幼
児
八
十
名
で
す
。

な
お
、
い
ま
ま
で
、
千
住
緑
児

童
遊
園
内
に
あ
っ
た
区
立
簡
易
保

育
所
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

西
新
井
保
育
園

緑
町
保
育
園

区
内
四
ケ
所
で
成
人
式

成

人

の

日

に

今
年
の
成
人
の
日
に
足
立
区
で

は
、昭
和
三
十
八
年
一
月
十
六
日

か
ら
昭
和
三
十
九
年
一
月
十
五
日

ま
で
の
間
に
成
人
に
た
っ
し
た
方

た
ち
を
招
い
て

、
区
内
四
カ
所
の

会
場
で
一
月
十
五
日
、
午
前
十
時

か
ら
成
人
式
を
行
い
ま
す
。
足
立

区
長
か
ら
送
ら
れ
た
年
賀
は
が
き
(

お
祝
状
)
を
ご
持
参
下
さ
い
。

会
場
　
区
立
体
育
館
(
第
六
、

七
、
十
、
十
一
、
十
四

、
十
五
、

十
六
出
張
所
管
内
)

区
立
十
五
中
(
第
一
、二
、三
、

四
、
五
出
張
所
管
内
)

区
立
江
北
中
(
第
八
、九
、十

二
、
十
三
、
二
十
出
張
所
管
内
)

区
立
蒲
原
中
(
第
十
七
、十
八
、

十
九
出
張
所
管
内
)

な
お
、
足
立
区
で
は
、
新
生
活

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

、

な
る
べ
く
華
美
な
服
装
は
さ
け
て

下
さ
い
。

青少年団体の

学習・活動に

青 年 館
西新井町972

( 887) 0061
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一
千
万
人
の
手
で
東
京
を
き
れ
い
に

一
月
十
日
「
首
都
美
化
デ
ー
」

一
月
十
日
は
、
本
年
初
の
「
首

都
美
化
デ
ー
」
で
す
。
地
域
・
職

場
・
個
人
・
団
体
を
問
わ
ず
こ
の

日
午
前
九
時
か
ら
十
時
ま
で
、
一

斉
に
清
掃
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

家
の
ま
わ
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
路
上
・
公
園
・
広
場
な
ど
、

公
共
の
場
も
皆
ん
な
で
協
力
し
て

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で

も
あ
り
、
わ
た
く
し
た
ち
の
生
活

が
、
じ
か
に
海
外
に
紹
介
さ
れ
ま

す
。
文
化
国
家
の
誇
り
あ
る
首
都

を
清
潔
な
住
み
よ
い
街
と
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

四
十
六
万
の
区
民
が
ゴ
ミ
を
一

つ
づ
つ
捨
え
ば
四
十
六
万
の
ゴ
ミ

が
な
く
な
り
ま
す
。
小
さ
な
心
ず

か
い
が
生
活
環
境
を
よ
く
し
ま

す
。
一
月
十
日
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
毎
月
十
日
の
首
都
美
化
デ
ー
を

中
心
に
、
清
潔
な
町
づ
く
り
に
協

力
し
て
下
さ
い
。

千
住
曙
町
二
六
番
地
先
、京

成
関
屋
駅
南
側
に
千
住
ポ
ン
プ

所
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
ポ
ン

プ
所
は
地
盤
沈
下
の
た
め
、少

し
の
雨
で
も
水
が
出
る
千
住
一

帯
の
雨
水
と
、汚
水
の
排
水
の

た
め
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

(
た
だ
し
、
千
住
大
川
町
・
柳

町
・
元
町
・
桜
木
町
・
緑
町
と

竜
田
町
の
一
部
は
汚
水
の
排
水

だ
け
)

汲
み
揚
げ
る
量
は
、雨
水
が

一
分
間
に
千
二
十
三
ト
ン
で
、

汚
水
は
三
十
二
ト
ン
で
す
。

完 成し た千 住ポ ンプ所

道
路
は
生
き
て
い
る

火

と

水

は

苦

手

足
立
区
の
道
路
面
積
は
、国
道
、

都
道
、
区
道
合
わ
せ
て
三
百
十
九

万
八
千
百
八
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル

で

、
前
の
年
よ
り
三
十
七
万
六
千

四
百
七
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
増
加

し
て
い
ま
す
。

道
路
の
舗
装
率
は
、四
十
九
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
で
前
の
年
よ
り
、
六

万
九
千
五
百
四
十
一
平
方
メ
ー
ト

ル
増
加
し
、
こ
れ
は
、
十
メ
ー
ト

ル
幅
の
道
路
が
千
住
大
橋
か
ら
、

埼
玉
県
境
い
の
水
神
橋
ま
で
舗
装

さ
れ
た
こ
と
に
相
当
し
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
、
区
内
各
所
に

公
団
住
宅
や
一
般
住
宅
な
ど
が
、

め
ざ
ま
し
い
勢
い
で
建
設
さ
れ
て

い
る
の
で
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道

な
ど
の
引
込
工
事
で
道
路
が
あ
と

か
ら
あ
と
か
ら
掘
り
返
え
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
最
近
の
激
し
い
交

通
量
の
た
め
、
道
路
が
す
ぐ
こ
わ

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
復
旧
工
事
に
土

木
課
は
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

お

願

い

◆

道
路
は
広
く
美
く
し
く

道
路
上
の
物
や
ゴ
ミ
の
積
上
げ

は
、
道
路
を
狭
く
し
、
交
通
の
さ

ま
た
げ
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

美
く
し
さ
が
そ
こ
な
わ
れ
ま
す
。

◆

道
路
に
水
と
焚
火
は
禁
物

道
路
に
水
を
ま
い
た
り
焚
火
を

す
る
と
、
油
が
溶
け
て
砂
利
が
と

れ
穴
の
あ
く
原
因
と
な
り
ま
す
。

水
路
の
ゴ
ミ
は
水
害
の
も
と

水
路
の
そ
ば
で
子
供
さ
ん
を
遊

ば
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

所
得
の
低
い
人
は

国
保
の
保
険
料
が
安
く
な
り
ま
す

こ
の
度
、
区
の
国
保
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
低
額
所
得
者
の

保
険
料
が
次
の
基
準
に
よ
り
昭
和

三
十
八
年
度
分
か
ら
減
額
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
、
保
険
料
の
納
付
義
務
者
で
あ

る
世
帯
主
お
よ
び
そ
の
世
帯
に
属

す
る
被
保
険
者
の
前
年
(
昭
和
三

十
七
年
)
の
総
所
得
金
額
、退
職
所

得
の
金
額
お
よ
び
山
林
所
得
の
金

額
の
合
算
額
が
、
九
万
円
以
下
の

世
帯
の
場
合
は
被
保
険
者
各
自
の

均
等
割
額
五
百
円
が
二
百
円
に
な

り
ま
す
。

二
、前
記
の
総
所
得
金
額
の
合
算

額
が
、九
万
円
に
被
保
険
者
(
納

付
義
務
者
を
除
く
)
一
人
に
つ
き

一
万
五
千
円
を
加
算
し
た
額
以
下

で
あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、被
保

険
者
各
自
の
均
等
割
額
五
百
円
が

三
百
円
に
な
り
ま
す
。

な
お
、年
の
中
途
で
被
保
険
者

数
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

保
険
料
の
計
算
と
同
じ
よ
う
に
月

割
計
算
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
ま

す
。

工
業
統
計
調
査
に
つ
い
て

お
願
い

統
計
法
に
基
づ
き
、
毎
年
十
二

月
三
十
一
日
現
在
で
行
な
わ
れ
て

い
る
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
に
属

す
る
す
べ
て
の
事
業
所
を
、
く
ま

な
く
調
査
す
る
、
製
造
業
の
国
勢

調
査
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
今

年
も
こ
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
が

事
業
所
に
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
か
ら
、
配
布
さ
れ
た
調
査
票
を

指
定
の
期
日
ま
で
に
、
ご
提
出
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
票
は
、徴
税
、

そ
の
他
申
告
者
に
不
利
益
な
こ
と

が
起
き
る
よ
う
な
目
的
に
は
使
用

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
下
さ

い
。

総
務
課
統
計
係

自

衛

官

募

集

電 話 局 よ り お 知 ら せ

電 話 相 談 所 の 開 設
区民のみなさんのために, このたび電々公社では電話相談所を設け

ました。
電話の架設についてのご相談, 架設費用の融資制度, 電信電話公債

の売却, そのほか電話に関する各種のお問合せやご相談など, なんで

も応じます。お気軽にご利用ください。

場 所　 東 京 都 文 京 区 湯 島 三 組 町79

日 本 電 信 電 話 公 社

台 東 地 区 管 理 部 内

連絡電話… … … … … … … ( 832) 5000

( この電話は, おかけになつても料金はかかりません)
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冬休 みはお子 様連 れで

区内の史跡へ

冬
休
み
に
、
コ
タ
ツ
に
ば
か
り

か
じ
り
つ
い
て
い
る
の
も
退
屈
な

話
で
す
。
で
は
冬
山
へ
、
ス
キ
ー

ス
ケ
ー
ト
と
い
っ
て
も
ど
こ
も
満

員
、
そ
う
か
と
い
っ
て
浅
草
・
銀

座
も
、
結
局
は
疲
れ
に
行
く
よ
う

な
も
の
で
す
。

た
ま
に
は
、
お
手
近
な
と
こ
ろ

か
ら
、
区
内
の
史
跡
で
も
ぶ
ら
っ

と
散
歩
さ
れ
て
は
如
何
が
な
も
の

で
し
ょ
う
。
お
子
さ
ん
の
宿
題
の

お
手
伝
い
で
も
す
る
気
で
、
都
会

の
雑
踏
を
忘
れ
、
き
れ
い
な
空
気

を
胸
一
杯
吸
い
こ
ん
で
、
一
日
の

ん
び
り
歩
い
て
み
る
の
も
精
神
衛

生
上
、
非
常
に
健
康
的
で
す
。

舎
人
氷
川
神
社

東
武
線
竹
の
塚
駅
か
ら
舎
人
行

バ
ス
で
十
五
分
、
舎
人
下
車
(
終

点
手
前
)
、
進
行
方
向
二
、
三
十

メ
ー
ト
ル
先
を
右
に
折
れ
る
と
、

広
々
と
し
た
田
園
の
中
に
、
こ
ん

も
り
、
氷
川
神
社
の
森
が
み
え
て

き
ま
す
。

こ
の
氷
川
神
社
は
鎌
倉
時
代
(

正
治
二
年
庚
甲
)
武
蔵
国
大
宮
の

氷
川
神
社
か
ら
分
祀
し
、
素
盞
鳴

尊
と
八
幡
太
郎
義
家
を
ま
つ
っ
て

あ
り
ま
す
。
拝
殿
の
裏
へ
ま
わ
っ

て
ま
ず
驚
く
の
は
本
殿
四
壁
の
彫

刻
で
す
。
精
巧
な
、
そ
し
て
木
目

の
美
し
い
こ
の
彫
刻
は
、
地
元
の

人
々
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
ま

す
。
目
下
、
都
文
化
財
保
護
委
員

会
で
調
査
中
の
も
の
。

舎 人 氷 川 神 社

西

新
井

大

師

西
新
井
大
師
と
い
え
ば
、
川
崎

大
師
と
と
も
に
厄
除
開
運
の
霊
場

と
し
て
有
名
で
す
。
天
長
三
年
(

一
一
四
〇
年
前
)
弘
法
大
師
が
開

い
た
寺
で
、
五
智
山
遍
照
院
総
持

寺
と
い
い
、
江
戸
時
代
に
は
関
東

七
カ
寺
の
一
つ
で
し
た
。

こ
の
境
内
に
は
小
さ
な
動
物
園

も
あ
り
、
リ
ス
も
放
し
飼
い
に
さ

れ
て
い
ま
す
し
、
牡
丹
や
ふ
じ
、

桜
・
シ
ャ
ク
ヤ
ク
な
ど
が
季
節
を

に
ぎ
わ
し
て
い
ま
す
。

初
大
師
は
一
月
二
十
一
日
、
ま

た
そ
の
頃
に
、
め
ず
ら
し
い
寒
桜

が
ち
ら
ほ
ら
咲
き
ま
す
。

名
物
は
草
だ
ん
ご
に
ダ
ル
マ
せ

ん
べ
い
。

東
武
線
大
師
前
下
車
徒
歩
二
分

写
真
は
大
師
の
寒
桜

恵

明

寺

の

六
阿

弥
陀

足
立
姫
と
豊

島
長
者
と
の
伝

説
に
よ
っ
て
、

む
か
し
か
ら
知

ら
れ
た
江
戸
六

阿
弥
陀
仏
像
の

第
二
番
延
命
寺

を
合
併
し
た
と

こ
ろ
で
、
本
尊

の
木
彫
阿
弥
陀

仏
像
は
平
安
末

期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
作
ら
れ
た
も

の
。
足
立
区
だ
け
で
は
な
く
、
都

の
重
要
な
文
化
財
で
も
あ
り
ま

す
。

像
の
高
さ
八
九
セ
ン
チ
、
木
造
の

座
像
。
下
沼
田
町
四
二
五
番
地

都
バ
ス
、
国
際
興
業
バ
ス
荒
川

土
手
下
車
、
東
へ
向
っ
て
左
手
丸

石
自
転
車
工
場
横
を
入
り
ま
す
。

写
真
は
六
阿
弥
陀
仏

広

重

の

墓

東
武
線
竹
の
塚
駅
か
ら
通
称
寺

町
へ
ゆ
く
途
中
に
、
東
岳
寺
と
い

う
寺
が
あ
り
、
こ
こ
に
安
藤
広
重

の
墓
が
あ
り
ま
す
。

「
あ
ず
ま
路
に
筆
を
残
し
て
旅

の
空
、
西
の
御
国
の
名
ど
こ
ろ
を

見
む
」
と
辞
世
の
和
歌
を
直
筆
の

ま
ま
表
面
台
石
に
刻
ん
だ
記
念
碑

に
は
、
中
央
に
広
重
の
署
名
、
右

に
肖
像
、
左
に
浮
世
絵
風
景
画
の

大
家
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
そ
の
右
ど
な
り
に
、
広
重

の
芸
術
に
あ
こ
が
れ
、
海
外
紹
介

に
尽
力
し
た
米
人
ジ
ョ
ン
ス
テ
ュ

ア
ー
ト
・
ハ
ッ
パ
ー
の
墓
も
あ

り
、
左
側
に
は
元
浅
草
北
松
山
町

で
戦
災
に
あ
っ
た

広
重
の
墓
が
百
回

忌
に
あ
た
る
昭
和

三
十
二
年
に
再
建

さ
れ
て
建
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
東
京
都

重
要
文
化
財
の
指

定
を
う
け
て
い
ま

す
。
所
在
地
は
、

伊
興
町
一
二
一
〇

番
地

写
真
中
央
が
広
重
の
記
念
碑
、

右
が
ジ
ヨ
ン
ス
チ
ユ
ア
ー
ト
・
ハ
ツ

パ
ー
の
墓
、
左
は
広
重
の
墓
。

鷲

神

社

平
安
時
代
に
新

羅
三
郎
源
義
光
が

奥
州
征
伐
の
お

り
、
戦
勝
を
祈
願

し
て
か
ら
武
神
と
し
て
あ
が
め
ら

れ
、
江
戸
時
代
か
ら
、
お
酉
様
信

仰
の
も
と
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

本
殿
の
正
面
左
右
に
浮
彫
さ
れ

て
い
る
昇
竜
や
降
竜
は
、
嘉
永
七

年
、
名
工
吉
田
左
近
則
之
の
作
で

そ
の
規
模
は
当
時
関
東
一
と
称
せ

ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
武
バ
ス
北
千
住
駅
前
か
ら
、
ろ

う
学
校
行
終
点
下
車
一
分
。

ま
た
鷲
神
社
の
裏
側
に
は
冬
季

に
な
る
と
天
然
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

が
設
け
ら
れ
、
若
人
の
人
気
を
さ

ら
っ
て
い
ま
す
。


